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初

唐

四

傑

の

文

学

思

想

古

川

末

喜

は
し
が
き

こ
の
論
稿
は
小
生
の
初
唐
文
學
思
想
史
に
關
す
る
考
察
の

一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
上
古
の
時
代
か
ら
漢
代
に
か
け
て
、
文
學
の

債

値
は
倫
理
、
政
治

へ
の
功
用
性
に
お
い
て
意
義
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
が
、
魏
替
期
に
お
け
る
文
學
理
論
の
獲
展
の
過
程
で
、
漢
代
的

文
學

は
倫
理
、
政
治
的
功
用
性
の
羅
絆
か
ら
脱
し
純
化
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
や
が
て
六
朝
も
末
期
に
な
る
と
文
學
の
自
立
、
ひ
い

て
は
文
學
至
上
主
義
的
立
場
の
出
現
に
ま
で
至
る
。
と
こ
ろ
が
七
世
紀
に
至
つ
て
唐
王
朝
が
創
建
さ
れ
る
や
、
再
び
漢
代
の
儒
家
的
文

(
1

)

學
思
想
が
復
活
し
て
き
た
。
そ
れ
は
何
も
中
唐
の
古
文
蓮
動
を
ま
つ
必
要
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
初
唐
の
時
期
か
ら
儒
家
的
文
學
思
想

が
六
朝
の
藝
術
的
文
學
論
を
塵
倒
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
南
朝
齊
梁
の
美
文
學
を
攻
撃
し
た
初
唐
の
四
傑
も
、
や
は
り
儒
教
思
想
の
立

場

に
立

っ
て
そ
れ
を
な
し
た
の
で
あ

っ
た
。

四
傑
と
は
、
七
世
紀
後
葉
の
唐
王
朝
高
宗
期
に
活
躍
し
た
王
勃
、
楊
燗
、
盧
照
鄭
、
騎
賓
王
の
四
人
の
文
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
既

に

在
世
當
時
か
ら

「
王
楊
盧
酪
」
と
い
う
名
稔
で
併
稻
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
が
現
在

に
至
る
ま
で

「
王
楊
盧
酪
」
ま
た
は

「
四
傑
」
と
し
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て
併
稔
さ
れ
て
き
た
の
は
、
初
唐
文
壇
に
お
け
る
彼
ら
の
文
學
が
共
通
す
る
と
い
う
認
識
が
あ
つ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
事
實
そ
れ

は
、
宮
廷
サ
ロ
ン
文
學
中
心
の
時
代
に
、
非
宮
廷
詩
人
と
し
て
、
艶
冶
な
南
朝
の
齊
梁
的
な
詩
を
批
判
し
、
長
篇
七
言
歌
行
膿
を
創
始

し
、
五
言
近
膿
好
情
詩
の
先
駆
と
な
る
な
ど
、

い
ず
れ
も
盛
唐
文
學
の
開
花
を
準
備
し
た
と
い
う
黙
で
共
通
し
た
業
績
を
成
し
途
げ
た

も

の
で
あ

っ
た
。

從

っ
て
そ
の
共
通
し
た
文
學
業
績

の
面
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
、
從
來
四
傑
の
文
學
思
想
研
究
は
、
彼
ら
四
人
に
共
通
性
を
さ
ぐ
る
方
向

で
論
述
さ
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
例
え
ば
羅
根
澤

の

『
中
國
文
學
批
評
史
』
に
お
い
て
も
、
郭
紹
虞
の

『
中
國
古
典
文
學
理
論
批
評

史
』
に
お
い
て
も
、
い
ず
れ
も
た
だ
南
朝
齊
梁
以
來
の
修
群
主
義
的
交
藝
に
樹
す
る
圖
孚
、
反
封
と
い
う
共
通

面

で
よ
か
論

じ
て
い

ず
、
そ
の
文
學
思
想

の
異
質
な
黙
が
見
落
と
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
。
い
ま
四
傑
の
文
集
の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
學
史
観
を
述
べ
た

護
言
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
で
き
う
る
限
り
そ
の
異
質
な
鮎
に
注
意
を
向
け
な
が
ら
、
唐
代
文
學
思
想
史
上

に
お
け
る
四
傑

の
文

學

思
想
の
位
置
、
及
び
そ
の
性
格
を
さ
ぐ

っ
て
ゆ

こ
う
と
す
る
の
が
こ
の
小
論
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

2

二

楊

畑

ま
ず
四
傑
の
中
で
最
も
後
年
ま
で
生
存
し
た
楊
洞
か
ら
検
討
よ
よ
う
。
楊
燗
の
生
年
は
高
宗
帥
位

の
年

の
永

徽

元
年

(六
五
〇
)
で

あ

り
、
王
勃
と
同
年

で
あ
る
。
「後
周
明
威
將
軍
梁
公
神
道
碑
」
(『楊
盈
川
集
』
巻
六
)
に
よ
れ
ば
、
則
天
武
后
の
長
壽
二
年

(六
九
三
)

ま

で
生
存
し
て
い
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
そ
の
後

一
、

二
年
の
う
ち
に
卒
よ
た
と
思
わ
れ
る
。

楊
燗
の
本
籍
は
、
『
薔
唐
書
』
は
華
陰

(陳
西
)
の
人
と
す
る
。
彼
自
身

「
從
弟
去
盗
墓
誌
銘
」
(同
右
巻
九
)
で
從
弟
を

「
宏
農
の
楊



去
温
」
と
よ
ん
で
い
る
。
「
こ
の
華
陰
縣
を
本
貫
と
せ
る
楊
氏
は
唐
代
に
至
る
ま
で
弘
農
を
以
て
そ
の
郡
望
と
し

て

い
た
」
(竹
田
龍
兜

氏

「門
閥
と
し
て
の
弘
農
楊
氏
に
つ
い
て
の
一
考
察
」)
よ
う
に
、
楊
燗
は
六
朝
以
來
の
門
閥
貴
族
、
弘
農
の
楊
氏
の
出
身
で
あ

っ
た
。
從
來

一
部
に
、
四
傑
に
つ
い
て
彼
ら
は
名
門
貴
族
の
出
身
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
が
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
後

で
も
述
べ
る
よ
う
に

盧
照
鄭
、
王
勃
も
萢
陽
の
盧
氏
、
太
原
の
王
氏
に
連
な
る
名
門
の
出
な
の
で
あ
る
。
現
に
楊
燗
の
祀
父
の
楊
度
威
は
右
衛
將
軍

(從
三

品
)
に
ま
で
な

っ
て
お
り
、
楊
燗
の
姉
妹
の

一
人
は
安
定
の
名
門
梁
氏
と
通
婚
よ
て
い
る
。
し
か
し
楊
燗
自
身
は
官
は
低
か

っ
た
。
と

(
2

)

は
言

っ
て
も
四
傑
の
中
で
は
、
漸
江
省
の
盈
川

(上
縣
)
の
縣
令

(從
六
品
上
)
と
な
り
、
最
も
出
世
し
た
と
言
え
る
。

聞

一
多
の

「唐
詩
雑
論
」
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
楊
燗
は
四
傑
の
中
で
は
同
世
代
の
王
勃
と
關
係
が
深
く
、
そ
の
文
集
に
も
序
を
書

い
て
い
る
。
楊
燗
の
文
學
史
観
は
、
そ
の
冒
頭
の
次
の
叙
述
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

大
な
る
か
な
、
文
の
時
義
な
る
や
。
天
文
有
り
。
時
を
察
し
て
以
て
其

の
攣
を
観
る
。
人
文
有
り
。
言
を
立

て
以
て
其
の
範
を
重

ん
ず
。
年
を
歴
る
こ
と
滋
く
久
し
く
し
て
、
逓

い
に
文

・
質
と
爲
る
。
運
に
鷹
じ
て
以
て
其

の
明
を
獲
き
、
人
に
因
り
て
以
て
其

の
粋

に
通
ず
。
仲
尼
既
に
没
し
て
、
游

・
夏
、
株
洒
の
風
を
光
か
せ
、
屈
卒
自
か
ら
沈

ん
で
、
唐

・
宋
、
泊
羅
の
跡
を
宏
む
。
文

儒
は
焉
に
於
い
て
術
を
異
に
し
、
詞
賦
は
所
以
に
源
を
殊
に
す
。
秦
氏

の
書
を
幡
く
に
逮
び
、
斯
文
天
喪
せ
り
。
漢
皇
運
を
改
む

る
も
、
此
の
道
は
還
ら
ず
。
質

・
馬
の
蔚
興
す
る
も
已
に
雅
頬
に
廟
け
、
曹

・
王
の
傑
起
す
る
も
、
更
に
風
騒
を
失
な
う
。
大
猷

に
偲
挽
む
る
も
、
未
だ
前
載
を

恭

く
せ
ず
。
活

・
陸
の
奮
獲
し
、
孫

・
許
の
相
い
因
る
に
泊
び
、
之
を
縫
ぐ
に
顔

・
謝
を
以
て

し
、
之
を
申
ば
す
に
江

・
飽
を
以
て
す
。
梁

・
魏
の
群
材
、
周

・
晴
の
衆
制
、
或
い
は
荷
く
も
虫
蒙
を
求
め
、
未
だ
力
を
丘
墳
に

蓋
く
さ
ず
。
或
い
は
猫
り
波
瀾
に
絢
い
、
源
を
禮
樂
に
尋
ね
ず
。

(王
勃
集
序
)
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こ
こ
に
は
文
學

・
學
問
を
含
む
所
謂

「
文
」
か
ら
説
き
起
こ
し
て
、
先
秦
の
子
游

・
子
夏
や
屈
原

・
唐
勒

・
宋
玉
を
は
じ
め
、
漢
の

費
誼

・
司
馬
相
如
、
魏
の
曹
植

・
王
簗
、
西
巫日
の
播
岳

・
陸
機
、
東
巫日
の
孫
紳

・
許
詞
、
宋
の
顔
延
之

・
謝
憲
運
、
齊

の
江
俺

・
飽
照

の
名
を
あ
げ
、
さ
ら
に
梁
と
北
.魏
、
北
周
と
晴
ま
で
の
文
學
が
批
評
さ
れ
て
い
る
。
楊
燗
は
こ
こ
で
子
游

・
子
夏

と
唐
勒

・
宋
玉
ま
で

は
、
孔
子
や
屈
原
の
創
作
精
神
を
輝
か
せ
宏
め
た
も
の
だ
と
よ
て
評
債
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
の
文
學
は
、

孔
子
や
屈
原
の
創
作
精

紳
を
失

っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
否
定
的
な
評
贋
を
與
え
て
い
る
。
漢
の
司
馬
相
如
も
魏
の
曹
植
も
各
の
播
岳

・
陸
…機
も
宋

・
齊

・
梁

・

晴
ま
で
お
し
な
べ
て
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
漢
魏
督
よ
り
北
朝

・
唐
ま
で
の
主
要
な
文
人
が
ほ
ぼ
全
面
的
に
否

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
非
常
に
偏
向
し
た
張
硬
な
丈
學
史
観
だ
と
言
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
文
學
史
観
は
、
同
じ
四
傑

の
中
で
は
漢
魏
晋
を
高
く
評
償
す
る
酪
賓
王
、
さ
ら
に
は
、
南
朝
の
齊
梁
丈
學
ま
で
も
部
分

的

に
は
評
債
す
る
盧
照
鄭
と
は
極
め
て
封
象
的
な
と
ら
え
方
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
楊
燗
の
文
學
史
観
は
王
勃

と
か
な

り
似

て

い
る

が
、
し
か
し
王
勃
は

「
屈
原

・
宋
玉
が
澆
源
を
前
に
導
き
、
枚
乗

・
司
馬
相
如
が
淫
風
を
後
に
張

っ
た
」
と
言
う

よ
う
に
饒
に
先
奏
時

代

の
屈
原

・
宋
玉
か
ら
否
定
し
て
お
り
、
楊
燗
に
比
べ
て
更
に
徹
底
よ
て
い
る
と
い
え
る
。
他
に
初
唐
で
は
、

ほ
ぼ
三
十
年
後
の
慮
藏

用

の
文
學
史
観
も
楊
燗
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
盧
藏
用
は
、
彼
の
友
人
で
あ

っ
た
陳
子
昂
の
文
集
序

に
次

の
よ
う

に
述

べ
て

い

る
。

昔
、
孔
宣
父
、
天
縦
の
才
を
以
て
、
衛
よ
り
魯

に
返
り
、
乃
ち
詩
書
を
棚
し
、
易
道
を
述
べ
、
而

し
て
春

秋

を
作

る
。
敷
千
百

年
、
文
章
は
楽
然
と
し
て
、
観
る
べ
き
者
な
り
。
孔
子
没
し
て
二
百
歳
に
し
て
騒
人
作
る
。
是
に
於
い
て
碗
麗
浮
修
の
法
行
な
は

る
。
漢
興
り
て
二
百
年
、
質
誼

・
馬
遷
、
之
れ
の
傑
爲
り
、
禮
樂
を
憲
章
し
て
、
老
成
人
の
風
有
り
。
長
卿

・
子
雲
の
蒔
は
、
塊

4



誰
に
し
て
萬
攣
し
、
亦
た
奇
特

の
士
な
り
。
惜
し
む
ら
く
は
其
の
王
公
大
人
の
言
、
流
群
に
溺
れ
て
顧
り
み
ら
れ
ざ
る
を
。
其
の

後
、
班

・
張

・
崔

・
察
、
曹

・
劉

・
播

・
陸
、
波
に
随

い
て
作
る
。
大
雅
足
ら
ず
と
錐
も
、
然
れ
ど
も
其
の
遺
風
鯨
烈
は
、
尚
お

典
型
有
り
。
宋

・
齊
已
來
は
、
蓋
し
顯
頼
透
迄
し
、
陵
頽
流
靡
す
。
徐

・
庚
に
至
り
て
、
天
の
將
に
斯
文
を
喪
ぽ
さ
ん
と
す
る
な

り
。
後
進

の
士
、
上
官
儀

の
若
き
者
縫
踵
し
て
生
ま
る
。
是
に
於
い
て
風
雅
の
道
、
地
を
掃

い
て
壷
き
た
り
。

(陳
伯
玉
文
集
序
)

盧
藏
用
は
、

こ
こ
で
先
秦
時
代
の
僻
賦
作
家
た
ち
を
は
じ
め
前
漢
の
費
誼

・
司
馬
遷

・
司
馬
相
如

・
楊
雄
、
後
漢
の
班
固

・
張
衡

.

崔
姻

・
票
當
、
魏

の
曹
植

.
劉
禎
、
西
否
の
播
岳

.
陸
機
た
ち
を
部
分
的
に
は
評
償
し
て
い
る
が
、
技
巧
に
溺
れ
大
雅

の
風
が
足
り
な

い
と
し
て
、
そ
の
先
秦

の
餅
賦
、
漢
魏
管
の
文
學
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
楊
燗
、
王
勃
、
慮
照
鄭
ら
の
文
學
史
観

に
は
、
微

妙
な
違

い
は
あ
る
も
の
の
、
早
く
も
先
秦
な
い
よ
漢
代
文
學
以
降
を
批
判
、
否
定
す
る
黙

で
は
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

四
傑

の
時
代
ま
で
に
文
學
史
観
を
述
べ
た
も
の
に
は
、
南
朝
で
は
沈
約
の

『
宍
書
』
謝
露
運
傳
論
、
鍾
燦
の

『
詩
品
』
序
、
劉
細
の

『
文
心
離
龍
』
明
詩
篇
、
時
序
篇
、
薫
子
顕
の

『南
齊
書
』
文
學
傳
論
等
が
あ
り
、
ま
た
北
朝
で
は
魏
牧
の

『
魏
書
』
文
苑
傳
、
さ
ら

に
唐
初
で
は
太
宗
期
に
前
代

の
歴
史
書
が
集
中
的
に
作
ら
れ
、
房
元
齢

の

『
習
書
』
文
苑

傳
序
、

銚
思
廉

の

『梁
書
』
文
學
傳
序
、

『
陳
書
』
文
學
傳
序
、
李
百
藥

の

『北
齊
書
』
文
苑
傳
序
、
令
狐
徳
棄
の

『
周
書
』
王
褒
庚
信
傳

論
、
李
延
壽

の

『
南
史
』
丈
學
傳

序
、
『北
史
』
文
苑
傳
序
、
魏
徴
の

『階
書
』
交
學
傳
序
等
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
と
比
較
し
て
も
、
楊
燗
、
王
勃
、
盧
藏

用

ら
の

よ
う
に
先
秦
な
い
し
漢
文
學
以
降
を
否
定
す
る
文
學
史
観
は
ま
ず
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
彼
ら
の
文
學
史
観

は
、
南
北
朝
か
ら
初

唐
を
通
じ
て
外
に
類
例
を
見
い
出
せ
な
い
、
極
め
て
稀
な
文
學
史
観
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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し
か
し
、
こ
こ
に
楊
燗
、
王
勃
、
盧
藏
用
ら
の
文
學
史
観
に
先
行
す
る
も

の
が
あ
る
。
そ
れ
は
後
漢

の
班
固
の

『
漢
書
』
藝
交
志
詩

賦
略
で
あ
る
。
そ
こ
で

「大
儒
孫
卿
及
び
楚
臣
屈
原
は
、
識
に
離
り
國
を
憂
え
、
皆
な
賦
を
作
り
て
以
て
誠
す
。
威
な
側
隠

の
古
詩

の

義
有
り
。
其
の
後
は
宋
玉

・
唐
勒
、
漢
興
り
て
は
枚
乗

・
司
馬
相
如
、
下
り
て
は
楊
子
雲
に
及
ぶ
ま
で
、
競
い
て
修
麗
閾
衛
の
詞
を
爲

り
、
其
の
風
諭
の
義
を
没
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
班
固
は
古
詩
の
義
あ
り
と
し
て
屈
原
ま
で
を
評
債
す
る
が
、
宋

玉

.
唐
勒
以
降
は
淫

麗

で
、
風
諭
の
義
を
失

っ
た
と
し
て
否
定
し
て
い
る
。
と
す
れ
ぽ
楊
燗
、
王
勃
、
盧
藏
用
ら
の
先
秦
な
い
し
漢
文
學
以
降

に
樹
す
る
批

判
、
否
定
の
文
學
史
観
は
、
南
朝
か
ら
唐
初
太
宗
期
ま
で
を
隔
て
て
、
遠
く
班
固
流
の
漢
代
儒
家
的
交
學
史
観

の
再
現
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。
ま
た
四
傑
か
ら

一
世
紀
ほ
ど
後

に
な
る
と
、
こ
れ
と
共
通
す
る
文
學
史
観
が
再
び
初
期
古
文
家
の
李
華
、
濁
孤
及
、
柳
量
、
そ

し
て
韓
愈
等
の
中
に
現
わ
れ
て
來
る
。
或
い
は
李
華
、
猫
孤
及
、
柳
冤
、
韓
愈
ら
の
唐
代
古
文
家
の
文
學
史
観
の
祀
型
は
、
初
唐
四
傑

の
こ
の
楊
燗
、
王
勃
ら
に
あ

っ
た
と
言
え
る
か
も
よ
れ
な
い
。

さ
て
、
楊
洞
が

「
王
勃
集
序
」
で
過
去
の
文
學
史
を
判
断
す
る
際
の
償
値
基
準
は

「
巳
に
雅
頚
に
欠
け
」
と
か

「更
に
風
騒
を
失
な

い
」
と
か
、
ま
た

「筍
く
も
贔
象
を
求
め
、
未
だ
力
を
丘
墳
に
蓋
く
さ
ず
」
と
か

「
源
を
禮
樂
に
尋
ね
ず
」
と
か
言
う
よ
う
に
、
雅
頸

で
あ
り
、
風
騒
で
あ
り
、
丘
墳

で
あ
り
、
禮
樂
で
あ
る
。
つ
ま
り
風
雅
頬
の
六
義
の
精
紳
の
あ
る
詩
経
文
學
、
そ
し
て
國
を
憂
え
て
賦

を
作
り
誠
諭
し
た
屈
原
文
學
、
こ
う
し
た
傳
統
を
欠
く
か
ら
だ
め
な
の
で
あ
り
、
轟
筆
す
な
わ
ち
文
章
の
雛

琢
を

追

い
求

め

る
だ
け

で
、
丘
墳
、
禮
樂
な
ど
の
儒
教
の
古
典
、
教
義
に
基
づ
か
ぬ
文
學
だ
か
ら
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
楊
燗
の
文
學
史

観

は
儒
家

の
立
場
に
立

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

同
じ
く
こ
の

「
王
勃
集
序
」
に
は
、
楊
燗
が
同
時
代

の
交
壇
を
批
評
し
た
部
分
が
あ
る
。
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嘗
て
以

へ
ら
く
、
龍
朔

(
六
六
一
-
三
)
の
初
載
、
文
場
は
膿
を
攣
じ
、
孚

い
て
繊
微
を
構
え
、
競

い
て
雛
刻
を
爲
す
。
之

に
金

玉
龍
鳳
を
揉
ぜ
、
之
に
朱
紫
青
黄
を
闘
す
。
影
帯
以
て
其

の
功
を
狗

へ
、
假
覇
以
て
其
の
美
を
稽
す
。
骨
氣
は
都
て
蓋
き
、
剛
健

は
聞
こ
え
ず
。
其
の
弊
を
革
め
、
用
て
志
業
を
光
か
さ
ん
と
思
う
。
醇
令
公
は
朝
右
の
文
宗
に
し
て
、
末
契

に
託
し
て

一
攣
を
推

す
。
盧
照
鄭
は
人
間
の
才
傑
に
し
て
、
清
規
を
覧
み
て
九
攻
を
綴
む
。
知
音
は
之
に
與
し
、
知
己
は
之
に
從
う
。

こ
こ
で
述
べ
て
い
る
文
壇
批
評
は
、
「龍
朔

の
初
載
」
か
ら
こ
の
序
文
が
書
か
れ
た
時
代
、
則
ち
六
六
〇
年
代
か
ら
六

八
〇

年
代
に

か
け
て
の
時
代
を
封
象
と
す
る
。
そ
の
當
時

の
文
壇
は
、
未
だ
南
朝

の
蝕
波
を
受
け
艶
冶
な
修
麟
に
凝

っ
た
美
文
が
主
流
で
あ

っ
た
。

そ

の
よ
う
な
美
文
流
行
の
文
壇
を
、
楊
燗
は

「孚

っ
て
繊
微
な
技
巧
を
か
ま
え
、
競

っ
て
雛
琢
を
な
す
も

の
」
、

「
骨
氣

は
す

べ
て
蓋

き
、
剛
健
は
聞
こ
え
ず
」
と
し
て
手
嚴
し
く
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
序
文
の
後
半
の
次
の
言
い
方

に
お

い
て
も

同
様

で
あ

る
。

妙
異
の
徒
は
、
別
に
縦
誕
を
爲
し
、
專
ら
怪
説
を
求
め
、
孚
い
て
大
言
を
獲
し
、
乾
坤
日
月

に
其
の
文
を
張

り
、
山
河
鬼
騨

に
其

の
思
い
を
走
ら
す
。
長
句
は
以
て
其

の
滞
り
を
増
し
、
客
氣
は
以
て
其
の
霊
を
廣
む
。

こ
れ
ら
の
文
壇
批
評
か
ら
、
楊
燗
が
煩
墳
な
聲
律
や
離
琢
に
凝

っ
た
美
文
を
否
定
す
る
文
學
思
想
の
持
ち
主
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
し
て
、
當
時
の
美
文
主
流
の
文
壇

へ
の
批
判
は
、
前
に
み
た
よ
う
に
漢
以
降
を
全
否
定
し
た
儒
家
的
文
學
思
想

の
立
場
に
た

っ

て
な
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
楊
燗
が
軍
に
南
朝
風
な
艶
冶
な
美
文
を
批
到
し
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
當
時

そ
れ
を
改
良
し
よ
う

と

い
う
動
き
が
存
在
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
薩
令
公

(薩
元
超
)
、
盧
照
鄭
、
末
契

(楊

燗
)、
そ
し
て
王
勃
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本

人
、
彼
ら
を
中
心
に
詩
文
改
良
運
動
と
で
も
言
う
べ
ぎ
も
の
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
よ
か
し
隔
そ
れ
が
決
し
て
駐
文
や
律
詩
を
否

定
し
新
し
い
文
燈
を
創
造
す
る
革
命
運
動
で
な
か

っ
た
こ
と
は
、
彼
ら
自
身
の
文
膿
を
見
れ
ぽ
瞭
然
で
あ
る
。
そ
れ

で
は
そ
の
改
良
蓮

動

は
、
何
を
否
定
し
何
を
目
指
し
た
の
か
と
言
え
ぽ
、
あ
く
ま
で
麟
文
、
律
詩
の
枠
内
で
競
つ
て
細
か
な
聲
律
や
誰
琢
を
事
と
し
て
い

た
詩
文
、
ま
た
乾
坤
日
月
に
そ

の
文
を
張
り
山
河
鬼
神
に
そ
の
思
い
を
走
ら
せ
て
い
た
詩
丈
、
そ
の
よ
う
な
詩
文
を
改
良
し
て
、
骨
氣

あ
る
、
剛
建
な
文
膣
を
目
指
し
た
も

の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

8,

三

盧

照

郡

四
傑
の
中
で
最
も
早
く
生
ま
れ
た
の
が
、
次
に
取
り
あ
げ
る
盧
照
郡
で
あ
る
。
生
卒
年
は
不
詳
で
敷
説
あ
る
が
、

い
ま
高
木
正

一
氏

(
3

)

の
説
に
從
え
ぽ
、
貞
観
年
間
の
半
ぽ
ご
ろ
六
三
五
年
に
生
ま
れ
、
則
天
武
后
が
唐
王
朝
の
實
灌
を
掌
握
し
た
六
八
四
年
に
投
身
自
殺
し

た
。盧

照
鄭
の
出
自
は
萢
陽
の
盧
氏
で
、
さ
き
に
み
た
盧
藏
用
と
同
じ
い
。
萢
陽
の
盧
氏
と
い
え
ば
六
朝
以
來
の
門
閥
貴
族
で
あ
る
。
盧

照
鄭
は

「
五
悲
」
と
題
す
る
交
章

の
な
か
で

「
子
は
有
唐
の
文
士
、
燕
地
の
高
門
に
非
ざ
る
か
」
(悲
窮
道
)
と
自

問

し
て

い
る
よ
う

に
、
盧
照
鄭
も
ま
た
名
門
貴
族
の
出
身
で
あ

っ
た
。
彼
は
、
若
く
し
て
四
川
の
新
都
の
尉

(從
九
品
上
)
を
僻
し
て

よ
り
正
式
な
官
位

に
は
つ
か
な
か

っ
た
が
、
そ
れ
は
風
疾
を
患

っ
た
た
め
で
あ
る
。
萢
陽

の
盧
氏
出
身

の
盧
照
郡
に
榮
達
の
條
件
が
な
か

っ
た
わ
け
で
は

た

い
。
現
に
彼

の
兄
の
盧
乗
光
は
朧
州
刺
史

(從
三
品
)
に
ま
で
な

っ
て
い
る
。

彼
の
文
集
の
中
に
も
や
は
り
文
學
史
観
を
述
べ
た
も
の
が
あ
る
。
來
濟

(六
一
〇
1
六
二
)
の
文
集

へ
の
序
文
が

そ
れ

で
あ

っ
て
、



次
の
よ
う
に
い
う
、

獲
麟
絶
筆
よ
り
、

一
千
三
四
百
年
。
游

・
夏

の
門
に
は
、
時
に
荷
卿

・
孟
子
あ
り
、
屈

・
宋
の
後
は
、
直

ち
に
費
誼

・
相
如
に
至

る
。
爾
班
の
叙
事
は
、
邸
明
の
風
骨
を
得
、
二
陸
の
裁
詩
は
、
公
幹
の
奇
偉
を
含
む
。
都
中
の
新
腱
は
、
共
に
晋
韻
の
天
成
を
許

し
、
江
左

の
諸
人
は
、
威
な
壌
姿
の
艶
獲
を
好
む
。
精
博
、
爽
麗
な
る
こ
と
、
顔
延
之
は
病
を
江
、
飽
の
間
に
急
に
す
。
諫
散
、

風
流
な
る
こ
と
、
謝
宣
城
は
歩
を
江

・
劉
の
上
に
緩
く
す
。
北
方
の
重
濁
、
猫
り
盧
黄
門
の
み
往
往
に
高
飛
し
、
南
國
の
輕
清
、

惟
だ
庚
中
丞
の
み
時
時
に
墜
ち
ず
。

(南
陽
公
集
序
)

ま
た
、
こ
の
上
文
に
お
い
て

「
衰

・
曹
已
に
亭
ら
か
な
り
て
、
除

・
陳

・
鷹

・
劉
は
柔
翰
を
當
代
に
弄
ぶ
」
と
も
言
う
。
こ
こ
で
盧

照
郊
は
、
先
秦
の
屈
原

・
宋
玉
よ
り
、
漢
の
費
誼

・
司
馬
相
如
、
魏
の
劉
槙

・
除
幹

・
陳
琳

・
鷹
場
、
否
の
陸
機

・
陸
雲
、
宋
の
顔
延

之

・
飽
照
、
齊
の
謝
跳

・
江
俺

・
劉
給
、
梁
の
庚
肩
吾
、
北
周
の
盧
思
道
等
の
文
人
を
あ
げ
て
い
る
が
、
南
朝

の
交
人
を
も
含
め
て
お

お
む
ね
好
意
的
な
目
で
み
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
と
く
に
、

聖
門

に
賦
を
論
ず
れ
ぽ
、
相
如
、
入
室
の
雄
爲
り
。
閾
里
に
詩
を
裁
て
ば
、
公
幹
即
ち
升
堂
の
客
た
り
。
陸
卒
原
は
龍
の
ご
と
く

學
海
を
驚
か
し
、
天
泉
に
浮
か
び
て
以
て
安
流
す
。
飽
参
軍
は
鶴
の
ご
と
く
文
場
に
嘉
た
ち
、
黄
金
の
卒
婚
を
代
ゆ
。

(鮒
馬
都
尉
喬
君
集
序
)

と
い
う
よ
う
に
、
司
馬
相
如
、
劉
槙
、
陸
機
、
飽
照
を
高
く
評
償
し
て
い
る
。
盧
照
郡
の
文
學
史
観
は
漢
、
魏

否
を
評
償
す
る
だ
け
で

な
く
、
部
分
的
な
が
ら
、
南
朝
と
く
に
齊
、
梁

の
文
人
た
ち
を
も
評
贋
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
黙
、
漢
魏
瞥
よ
り
南
朝

ま
で
を
全
面
的
に
否
定
し
た
楊
燗
、
王
勃
の
文
學
史
観
と
く
ら
べ
て
極
め
て
封
照
鮪
で
あ
る
。
ま
允

「
南
朝
朱

の
瀕
延
之
と
謝
霊
蓮
よ

・

初
唐
四
傑
の
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思
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(古
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り
以
降
は
、
聲
律
が
精
か
く
な
り
能
く
本
を
正
す

こ
と
が
な

い
」
(和
道
士
閨
情
詩
啓
)
と
し
て
齊
、
梁
以
降
を
全
面
否
定
よ
た
酪
賓
王

の
文
學
史
観
と
も
大
き
な
差
が
あ
る
。

つ
ま
り
盧
照
郡
の
文
學
史
観
は
、
四
傑
の
中
で
最
も
南
朝

の
唯
美
文
學

へ
傾
斜
よ
た
柔
軟
な
文

學
史
観
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

今
ま
で
検
討
し
て
き
た
楊
燗
、
盧
照
郡
の
文
學
史
観
は
、
そ
れ
が
學
問
、
文
學
を
含
む
原
初
的
な
も
の
と
し
て
の

「文
」
か
ら
説
き

來

た

っ
て
い
た
よ
う
に
、
儒
學
の
歴
史
と
密
接
な
關
係
に
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
漢
魏
以
降
を
全
否
定
し
た
楊
燗
、
王
勃

と
漢
魏
を
評
償
す
る
盧
照
鄭
と
の
文
學
史
観
の
違
い
は
、
そ
の
背
景
に
、
漢
魏
の
時
代
を
孔
子
没
し
て
よ
り
儒
學

の
道
が
復
興
よ
た
時

代

と
す
る
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
ま
ま
後
世
ま
で
復
興
し
な
か
っ
た
と
す
る
か
の
儒
學
史
観

の
違

い
が
あ
る
。
文
學
史
の
う
え
で
既
に
先

秦

の
屈
原
か
ら
漢
魏
を
全
否
定
し
た
王
勃
は
、
儒
學
史
の
上
で
も

「
微
言
が
絶
え

て
し
ま

っ
て
か
ら
斯
文
が
振
わ
な
い
」
(上
吏
郡
襲
侍

郎
啓
)
と
し
て
孔
子
以
後
の
儒
學
史
を
評
債
し
て
い
な

い
。
楊
燗
も
同
じ
く

「
秦
氏
が
書
を
播
く
に
逮
ん
で
斯
文

は
天
が
喪
ぼ
し
、
漢

皇

が
運
を
改
め
た
が
此
の
道
は
還
ら
ず
」
(王
勃
集
序
)
と
よ
て
、
漢

に
な

っ
て
も
斯
文
は
復
興
し
な
か
っ
た
と
よ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

盧
照
鄭
は
こ
れ
と
は
逆
に
、

昔
は
、
龍
東
魯
に
躇
り
、
禮
樂
を
陳
べ
て
蒼
生
を
救
い
、
虎
西
秦
に
擦
り
、
詩
書
を
焚
き
て
以
て
辮
首
を
愚
る
。
ー

是
を
以
て

楚

・
漢

方

に

圖

い
て

、
薫

・
曹

・
緯

・
灌

は

長

剣

を

此

の
時

に
貢

い
、

衰

・
曹

已

に
準

ら

ぎ

て
、

徐

・
陳

・
鷹

・
劉

は

柔

翰

を

當

代

に
弄
ぶ
。
ー

文
質
再
び
に
し
て
、
復
た
股
周
の
損
盆
は
徴
す
る
に
足
り
、
驕
翰
三
た
び
に
し
て
、
始
め
て
虞
夏
の
興
亡
は
及

ぶ
べ
き
な
り
。
美
た
る
か
な
、
燥
た
る
か
な
、
斯
文
の
功
大
な
り
。

(南
陽
公
集
序
)

と

い
う
よ
う
に
、
魯

で
詩
、
書
、
禮
、
樂
が
お
こ
り
、
秦
の
焚
書
坑
儒
で
そ
れ
が
亡
ん
だ
が
、
漢
魏
は
そ
れ
が
復
活
し
た
時
代
で
あ
る

10



と
し
て
い
る
。
そ
し
て
漢
魏
の
時
代
を
股
、
周
の
損
盆
を
徴
す
る
に
足
り
、
虞
、
夏
の
興
亡
に
及
ぶ
こ
と
が
で
き

る
時
代
と
ま
で
言
い

(
4
)

き

っ
て
高
く
評
償
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
彼
ら
の
文
學
史
観
は
、
斯
文
の
道
の
歴
史
を
ど
う
み
る
か
と
い
う
儒
學
史
認
識

の
問
題
と
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

さ
て
私
は
、
盧
照
鄭
の
南
朝
美
文
肯
定
を
や
や
強
調
し
す
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
全
面
的
な
肯
定
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
彼
は
、
南
朝
美
文
の
何
を
否
定
す
る
の
か
。
同
じ
く

「
南
陽
公
集
序
」
で
、

八
病
髪
に
起
こ
り
て
、
沈
隠
侯
は
永
く
拘
囚
と
作
り
、
四
聲
未
だ
分
か
な
ら
ず
し
て
、
梁
の
武
帝
は
長
く
聾
俗
と
爲
る
。
後
生
は

曉
る
莫
く
し
て
、
更
に
文
律
の
煩
苛
な
る
を
恨
む
。
昔
を
知
る
者
は
稀
に
し
て
、
常
に
詞
林
a
雌
も
喪
は
る
を
恐
る
。
雅
頬
催

ら

ざ
れ
ば
、
則
ち
後

に
死
す
る
者
は
焉
ぞ
得
て
聞
か
ん
や
。

と
言
う
よ
う
に
、
四
聲
八
病
説
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
煩
項
な
聲
律
に
凝

っ
た
修
僻
的
交
藝
に
反
封
し
た
の
で
あ

る
。
た
だ
こ
こ
で
注

意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
齊
梁
唯
美
文
藝
の
訣
黙
と
さ
れ
て
い
る
華
美
な
僻
句
の
雛
琢
、
現
實
か
ら
遊
離

し
た
空
疎
な
内
容
等

に
反
封
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
齊

の
永
明
時
代

の
新
睦
詩
の
中
か
ら
沈
約
の
四
聲
、
八
病
設
等
、
人
工
的
に
吾
律
の
美

を
つ
く
り
だ
す
自
畳
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
は
、
中
國
韻
文
史
上
書
期
的
な
事
件
で
あ

っ
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
齊
梁
以
降

の
詩
文

が
い
よ
い
よ
修
餅
に
凝
り
、
聲
律
上
の
細
か
な
約
束
事
に
拘
泥
し
退
慶
し
て
行

っ
た
こ
と
も
事
實
で
あ
る
。
盧
照
鄭
が

こ
こ
で
問
題
に

し
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
そ
の
聲
律
如
何
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
煩
珀
「な
聲
律
を
批
剣
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
南
朝
文

學
を
そ
の
聲
律
面
に
限
定
し
て
批
到
す
る
の
は
楊
燗
、
酪
賓
王
、
王
勃
と
異
な
る
。
ま
た
こ
の
黙
で
詩
の
中
に
思
想
性
、
政
治
性
、
現

實
性
、
風
刺
性
等
を
盛
り
込
め
と
至

張
す
る
盛
唐
以
降
の
古
詩
運
動
者
た
ち
と
も
暴

る
・
從

っ
て
三

」
で

「
雅
築

ら
ざ
れ
嘆

則
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ち
後
に
死
す
る
者
は
焉
ぞ
得
て
聞
か
ん
や
」
と
い
う
時
の
雅
頒
と
は
、
正
し
い
聲
律
を
備
え
た
詩
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
決
し
て
盛
、

中
唐
の
李
白
、
白
居
易
ら
古
詩
運
動
者
た
ち
の
言
う
よ
う
な
詩
経
の
風
識
の
精
紳
に
基
づ
く
雅
頚
と
い
う
意
味
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
南
朝
の
齊
梁
文
學
を
も
部
分
的
に
評
債
し
た
彼
の
文
學
史
観
と
も
符
合
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

12

四

騎

賓

王

酪
賓
王
の
生
卒
年
は
不
詳

で
あ
る
が
、
盧
照
鄭
と
ほ
ぼ
同
世
代
、
楊
燗
、
王
勃
よ
り
は
十
年
ほ
ど
年
長
で
あ
る
。
彼

の
本
貫
は
漸
江

省

の
義
烏
縣
、
つ
ま
り
四
傑
の
中
で
彼
だ
け
は
江
南
出
身
と
い
う

こ
と

に
な

る
。
父
が
青
州
博
昌
縣
の
縣
令

(從
六
品
上
)
だ

っ
た
と

い
う
こ
と
以
外
に
は
、
彼
の
出
自
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。
婆
州
義
烏

の
酪
氏
と
い
っ
て
も
全
然
名
門
で
は
な

い
。
せ
い
ぜ
い
江
南

地
方
の

一
土
豪
に
す
ぎ
な
か

っ
た
に
遠

い
な

い
。
彼
自
身
、
自
か
ら

の
出
自
を

「
某
は
江
東
の
布

衣
な
り
」
(「自
叙
表
」)、
「
某
は
甕

傭

の
輕
生
、
席
門
は
賎
品
」
(郭
賜
府
に
上
る
啓
)
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
他
の
三
人
が
六
朝
以
來
の
門
閥
貴

族
出
身
だ
っ
た
の

に
封
し
て
、
酪
賓
王
だ
け
が
地
方
の
中
小
地
主
出
身
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

羅
根
澤
は
、
そ
の
著

『中
國
文
學
批
評
史
』

の
四
傑
を
論
じ
た

「
四
傑
的
反
封
淫
巧
文
」
の
節
で
、
「四
傑
の
中

で
駆
賓

王
だ
け
に

は
文
を
論
じ
た
言
が
な
い
」
と
言

っ
て
お
り
、
ま
た
郭
紹
虞
著

『中
國
文
學
批
評
史
』

・
『中
國
古
典
文
學
理
論
批

評
史
』
も
酪
賓
王

に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
四
傑
の
中
で
文
學
思
想
を
吐
露
し
た
資
料
が
最
も
豊
富
に
残

っ
て
い
る
の
は
、
實

は
こ
の
酪
賓
王
で

あ

る
。
圭
に
詩
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
彼
に
も
ま
た
文
學
史
観
を
の
べ
た
資
料
が
あ
る
。

霧
か
に
惟
う
に
、
詩
の
興
作
る
は
、
途
古
に
基
を
兆
む
。
唐
歌
虞
詠
、
始
め
て
典
謹
に
載

り
、
商
頚

周
雅
、

方
め
て
金
石
に
陳



ぶ
。
其
の
後
、
志
を
言
い
情
に
縁
る
は
、
二
京
に
斯
れ
盛
ん
な
り
。
毫
を
含
み
思
い
を
渥
ぐ
は
、
魏
奮
に
彌

よ
繁
し
。
布
き
て
練

簡
に
在
り
、
差
商
略
す
べ
し
。
李
都
尉
の
鴛
鴛
の
僻
は
、
纏
綿
と
し
て
巧
妙
な
り
。
班
捷
好
の
霜
雪

の
句

は
、
清
廻

を
獲
越
せ

り
。
卒
子
の
桂
林
は
、
理
は
文
外
に
在
り
。
伯
階
の
翠
鳥
は
、
意
は
行
間
に
蓋
く
。
河
朔
の
餅
人
は
、
王

・
劉
を
稔
首
と
爲
す
。

洛
陽
の
才
子
は
、
洛

・
左
を
先
畳
と
爲
す
。
乃
ち
子
建
の
群
彦
を
牢
籠
し
、
士
衡
の
當
時
に
籍
甚
す
る
が
若
き
は
、
並
び
に
文
苑

の
羽
儀
、
詩
人
の
亀
鏡
な
り
。
髪

に
江
左
に
逮
ん
で
、
謳
謡
綴
ま
ず
。
紳
骨
仙
才
有
る
に
非
ず
、
專
ら
玄
風
道
意
を
事
と
す
。
顔

・
謝
特
に
挺
で
、
肢
伐
し
て
典
麗
た
り
。
妓
れ
よ
り
以
降
は
、
聲
律
稽
く
精
か
く
、
其
の
間
に
浴
改
す
る
も
、
能
く
本
を
正
す
莫

し
。

(和
道
士
閨
情
詩
啓
)

酪
賓
王
が
こ
こ
で
批
評
の
封
象

に
取
り
あ
げ
て
い
る
の
は
、
『書
経
』
の
唐
歌

・
虞
詠
、
『
詩
経
』
の
商
頬

・
周
雅
、
前
漢
の
李
陵

・

班
捷
好
、
後
漢
の
張
衡

・
察
菖
、
魏
の
曹
植

・
王
桀

・
劉
槙
、
否
の
播
岳

・
陸
機

・
左
思
、
宋
の
顔
延
之

・
謝
露
運
等
で
あ
る
。
唐
虞

文
學
に
始
ま
り
、
『
詩
経
』
を
経
て
、
漢
、
魏
、
否
ま
で
に
至
る
文
人
を
肯
定
的
に
評
償
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
中
で
も
と
く

に
曹

植
と
陸
機

へ
の
評
償
が
高

い
。
彼
ら
に
樹
し
て

「
文
苑
の
羽
儀
、
詩
人
の
亀
鏡
」
だ
と
最
高
級
の
賛
僻
を
與
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
江
左
の
東
巫日
以
降
は
、
顔
延
之
と
謝
霊
運
を
除

い
て
否
定
的
に
述
べ
て
お
り
、
と
く
に
齊
梁
以
降
は
聲
律
が
細
か
く
な

っ
て
よ
く

本
を
正
す
こ
と
が
な
い
、
と
し
て
否
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
原
則
と
し
て
西
各
と
東
否
と
で
時
代
を
前
後
に
分
け
、
上
古
か
ら
西
巫日
ま

で
を
肯
定
し
、
東
各
以
降
を
否
定
す
る
と
い
う
交
學
史
観

で
あ
る
。
こ
れ
は
東
各
以
降

の
南
朝
文
學
も
、
い
い
も

の
は
い
い
と
し
て
評

償

す
る
盧
照
鄭
と
も
異
な
り
、
屈
原

・
宋
王
、
ま
た
は
漢
魏
以
降
を
全
面
否
定
す
る
楊
燗

・
王
勃
と
も
異
な
る
そ

の
中
間
的
な
第
三
の

立
場
で
あ
る
。
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こ
の
酪
賓
王
の
文
學
史
観
は
、
同
じ
初
唐
で
は
、
陳
子
昂

(六
六
一
～
七
0
二
)
の

「
修
竹
篇
序
」
に
、

文
章
の
道
弊
れ
て
五
百
年
な
り
。
漢
魏
の
風
骨
は
督
宋
傳
う
る
莫
し
。
然
り
而
し
て
文
献

に
は
徴
す
べ
き
者
有
り
。
僕
嘗
て
暇
時

に
齊
梁
間
の
詩
を
観
る
に
、
彩
麗
競

い
て
繁
く
、
興
寄
都
て
絶
す
。
毎
に
以
て
永
歎
す
る
な
り
。
古
人
を
思
え
ば
常
に
、
透
遙
頽

靡
し
風
雅
の
作
ら
ざ
る
を
恐
れ
、
以
て
取
取
た
り
。
…
…
圖
ら
ざ
り
ぎ
、
正
始
の
音
復
た
妓
に
観
る
と
は
。
建
安
の
作
者
を
し
て

相
視
て
笑
わ
し
む
べ
き
な
り
。
解
君
云
う
、
張
茂
先

・
何
敬
租
、
東
方
生
は
其
れ
と
比
肩
す
と
。
僕
亦
以
て
知
言
と
爲
す
な
り
。

と
よ
て
、
漢
魏

の
風
骨
、
西
晋
の
張
華

・
何
勧
を
評
償
し
、
南
朝
の
齊
梁
以
降
を
否
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
文
に
そ
れ
と
似
た
丈
學
史

観

を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
齊
梁
文
學
否
定
の
文
學
史
観
は
、
盛
唐
、
中
唐
の
古
文
家
以
降
、
中
國
の
文
人
の
中
に

往

々
に
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
、
四
傑
の
中
で
は

一
番
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
な
、
常
識
的
な
交
學
史
観
で
あ
る
と
言

え
る
。

酪
賓
王
が
齊
梁
以
降
を
否
定
し
た
の
は
、
前

に
も
述
べ
た
よ
う
に
聲
律
が
煩
珀
」に
な

っ
て
よ
く
本
を
正
す
こ
と
が
な
い
と
い
う
理
由

か
ら
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
齊
梁
以
降

の
否
定
に
は
、
齊
の
永
明
膣
の
新
聲
の
出
現
を
契
…機
と
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
と
す
れ

ば

こ
の
黙
で
は
、
否
定

の
程
度
は
異
な
る
も
の
の
、
四
聲
八
病
説
等
の
煩
苛
な
聲
律
の
約
束
事
を
批
剣
よ
た
盧
照
鄭
に
共
通
す
る
と
言

え
る
。

酪
賓
王
の
文
學
思
想
が
、
儒
家
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
叢
言
が
あ
る
。
「
夏
日
徳
州
に
遊
び
高
四
に
贈

る
序
」
で
あ
る
。

夫
れ
心
に
在
る
を
志
と
爲
し
、
言
に
褒
す
る
を
詩
と
爲
す
。
書
は
言
を
蓋
く
す
を
得
ざ
る
有
り
、
言
は
意
を
審
く
す
を
得
ざ
る
有

り
。

こ
れ
が
、
前
半
が
そ
の
ま
ま

『毛
詩
』
大
序
を
、
後
半
が

『易
』
繋
僻
上
の

「書
不
蓋
言
、
言
不
鑑
意
」
を
そ

の
ま
ま
踏
ま
え
た
漢
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儒
の
詩
言
志
説
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
今
更
説
明
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た

「
晦
日
楚
國
寺
に
宴
す

る
序
」
「
初
春

邪
嶺
に

盆
府
の
資
参
軍
を
途
る
の
宴
序
」
で
も

「
詩
は
志
を
言
う
な
り
」
と
同
様
の
護
言
を
な
し
て
い
る
。
左
に
あ
げ
る
資
料
は

「
道
士
の
閨

情
詩
に
和
す
啓
」
で
、
酪
賓
王
が
道
士
の
詩
文
を
批
評
し
た
部
分
で
あ
る
。

蚊

の
雅
奏
を
弘
め
、
彼
の
淫
畦
を
抑
え
、
五
際
の
源
を
澄
ま
し
、
四
始
の
弊
を
救
う
。
固
よ
り
以
て
之
を
邦
國
に
用
い
、
此
れ
を

人
倫

に
厚
く
す
べ
し
。

こ
こ
で
酪
賓
王
は
、
道
士
の
詩
文
を
五
際

の
源
を
澄
ま
し

『詩
経
』
の
四
始
の
弊
を
救
う
も

の
で
あ
る
と

述

べ
、
更
に

「
毛
詩
大

序
」
を
踏
ま
え
て
、
國
政
に
用
い
風
俗
を
厚
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
彼
が
、
文
學
を
國
政
、
風
俗
教

化

へ
の
功
用
性
で
と
ら
え
る
儒
家
的
文
學
思
想
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

左
に
あ
げ
る

「
程
將
軍
に
與
う
る
書
」
か
ら
は
、
酪
賓
王
の
文
學
に
樹
す
る
性
格
把
握
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
る
。

詞
翰
を
將

っ
て
己
を
行
う
の
内
篇
と
爲
さ
し
む
る
勿
か
れ
。
交
章
は
是
れ
立
身
の
岐
路
な
る
の
み
。
又
た
何
ぞ
道
う
に
足
ら
ん
や
。

彼
は
こ
こ
で
、
交
學
は
身
を
立
て
る
本
道
で
は
な
い
、
言
う
に
足
り
な
い
も
の
だ
と
言

っ
て
い
る
が
、
ま
た
同
様

の
護
言
を

「
吏
部

侍
郎
に
帝
京
篇
を
上
る
啓
」

の
中
で
も

「霧
か
に
離
轟
を
魯
れ
と
す
る
に
は
非
ず
。
ー

固
よ
り
立
身

の
殊
路
に
し
て
、
己
を
行
な
う

の
外
篇
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
身
を
立
て
る
、
己
を
行
な
う
と
い
う
實
践
的
行
爲
に
封
し
て
交
學

の
償
値
を
低
く
み
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
學
に
封
す
る
認
識
の
仕
方
は
、
實
は
既
に
古
く
儒
學
の
経
典
の
中
に
み
え
て
い
る
。
例
え
ば

『
左
傳
』

の

「
大
上
に
立
徳
有
り
。
其
の
次
に
立
功
有

り
。
其
の
次
に
立
言
有
り
」
(裏
公
二
十
四
年
)
や

『論
語
』
の

「行

な

い
て
除
力
有

ら

ぽ
則
ち
以
て
文
を
學
ぶ
」
(學
而
)
な
ど

で
あ

る
。
い
ず
れ
も
道
徳
的

・
政
治
的
實
践

に
樹
し
て
、
學
問
、
文
學
的
行
爲

を
第
二
義
的
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な
も
の
と
し
て
低
く
み
て
い
る
。
酪
賓
王
の
文
學
の
と
ら
え
方
は
、
こ
の
よ
う
に
儒
教

の
傳
統
的
な
文
學
認
識

に
即
し
た
も
の
だ

っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
酪
賓
王
の
よ
う

な
と
ら
え
方
は
、
同
じ
初
唐
で
は

「文
章
は
薄
伎
」
「
刀
筆
は
小
能
」
(上
醇
令
文
章
啓
)
と
述
べ
た

(
5
)

陳
子
昂
に
も
見
い
出
せ
る
。
ま
た
初
期
古
文
家
の
薫
穎
士

に
も

あ

る
こ
と
は
、
卒
岡
武
夫
氏
が
す
で
に
指
摘
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

(
6
)

韓
愈
に
も
同
様
の
嚢
言
が
あ
り
、
中
國
中
世
ま
で
は
こ
の
よ
う
な
た
て
ま
え
論
的
な
嚢
言
は
し
ば
し
ば
見

い
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
酪
賓
王
が
正
統
的
な
儒
家
的
文
學
思
想
を
有
す
る
こ
と
が
以
上
で
明
ら
か
に
な

っ
た
が
、
こ
こ
で

一
つ
注
意
し
て
お
く
べ
き

こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
酪
賓
王
が
儒
家
的
文
學
思
想
で
あ
る
と
言

っ
て
も
、
輩
純
に
漢
代
儒
家
の
文
學
観
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
「
道
士
の
閨
情
詩
に
和
す
啓
」
で

「
言
志
、
縁
情
は
二
京
に
其
れ
盛
ん
な
り
、
含
毫
、
渥
思
は
魏
習
に
彌

く
繁

よ
」
と
言

っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
言
い
方
は

一
方
に
六
朝
文
學
論
の
縁
情
説
を
承
け
て
い
る
こ
と

を
示
唆

す

る
。

「
縁
情
」
「含
毫
」

と
も

陸
機
の

「文
賦
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
「李
八
騎
曹
を
饒
す
る
序
」
で

「
相
い
思
い
て
贈
る
有
り
て
、
終
に
想

い
を
華
滋
に
結

ぶ
と
難

も
、
而
れ
ど
も
素
賞
は
膜
う
こ
と
無
し
。
蓋
ぞ
情
を
麗
藻
に
申
べ
ざ
ら
ん
や
」
と
い
う
の
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
楊
洞
が

「李

舎
人
山
亭
詩
の
序
」
で
、
「
唯
だ
談
笑
は
以
て
卒
生
を
遣
る
べ
し
。
唯
だ
文
詞
は
以
て
心
賞
を
陳
ぶ
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る

こ
と

に
も

通
ず
る
。
こ
の
よ
う
に
酪
賓
王
の
儒
家
的
文
學
思
想
は
、
楊
燗
も
含
め
て
、
主
情
圭
義
的
六
朝
文
學
論
の
影
響
を
受
け
た
部
分
が
あ
る

と
言
え
よ
う
。

以
上
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
酪
賓
王
の
文
學
思
想
は
、
中
間
的
な
文
學
史
観
や
言
志
説
や
教
化
功
用
説
や
儒
教
の
傳
統
的
な
文
學
の

と
ら
え
方
な
ど
を
述
べ
て
最
も
オ
:
ソ
ド

ッ
ク
ス
な
儒
家
的
文
論
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
文
學
思
想
は
、
既

に
そ
の
た
び
ご
と
に
指

摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
四
傑
の
他
の
三
人
よ
り
は
む
よ
う
陳
子
昂
に
相
似
る
も
の
で
あ

っ
た
。
酪
賓
王
と
陳
子
昂
は
、
そ
の
現
實
政
治
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へ
積
極
的
に
か
か
わ
ろ
う
と
す
る
姿
勢
や
高
い
政
治
意
識
の
黙
で
も
似
通

っ
て
い
る
。
酪
賓
王
は
武
后
に
た
び
た
び
上
疏
し
て
、
途
に

武
后
珠
滅
を
圖

っ
た
李
敬
業
の
齪

(六
八
四
年
)
に
加
憺
し
た
し
、
陳
子
昂
も
酷
吏
を
恐
れ
ず
眞
正
面
か
ら
し
ば

し
ば

武
后
政
治
を
批

到
し
た
。
更

に
彼
ら
は
出
身
階
暦
の
黙

で
も
同
じ
で
あ
る
。
楊
洞
、
盧
照
鄭
、
王
勃
ら
は
六
朝
以
來
の
門
閥
貴
族
の
出
身
で
あ
る
が
、

酪
賓
王
、
陳
子
昂
は
共
に
地
方
の
中
小
地
圭
の
出
身
で
あ

っ
た
。
盛
、
中
唐
以
降
の
唐
代
肚
會
、
唐
代
文
學
を
澹

っ
て
ゆ
く
の
は
、
周

知
の
よ
う
に
楊
桐
、
盧
照
鄭
、
王
勃
ら
の
よ
う
な
南
北
朝
以
來
の
門
閥
貴
族
で
は
な
く
、
酪
賓
王
、
陳
子
昂
ら

の
よ
う
な
原
則
的
な
儒

教
理
念

に
支
え
ら
れ
た
現
實
参
加
の
強
い
政
治
意
識
を
持
つ
新
興
中
小
地
主
出
身
の
官
僚
、
文
人
達
で
あ

っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
酪

賓
王
の
文
學
思
想
は
、
陳
子
昂
も
含
め
て
、
最
も

一
般
的
、
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
で
あ
り
え
た
し
、
盛
中
唐
以
降

の
交
學
思
想
を
先
取
り

し
た
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
黙
に
こ
そ
、
酪
賓
王
の
交
學
思
想
が
他
の
三
人
と
異
な
る
異
質
性
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

五

王

勃

四
傑
の
中
で
最
も
晩
く
生
ま
れ
、
最
も
早
く
逝
去
し
た

の
が

こ
の
王
勃
で
あ
る
。
彼
は
楊
燗
と
同
じ
高
宗
即

位
の
年

(六
五
〇
)
に

(
7
)

生
ま
れ
、
儀
鳳
元
年

(
六
七
六
)
わ
ず

か
二
十
七
歳
の
若
さ

で
世
を
去

っ
た
早
熟
の
才
子
で
あ

っ
た
。
王
勃
の
出
自

は
絡
州
龍
門

(山

(
8
)

西
省
)
で
あ

り
、
所
謂
太
原
の
王
氏
の
系
譜
に
連

な
る
。
彼
も
ま
た
楊
燗
、
盧
照
鄭
と
同
じ
く
門
閥
貴
族
の
出
身
で
あ

っ
た
。
『
中
説
』

を
著
わ
し
た
階
末
の
儒
者
王
通

(文
中
子
)
は
王
勃
の
租
父
で
あ
り
、
初
唐
の
詩
人
王
績

(
五
八
五
ー
六
四
四
)
は
そ
の
叔
租
に
あ
た
る
。

王
勃
に
も
ま
た
、
次
の
よ
う
に
文
學
史
観
を
開
陳
し
た
護
言
が
あ
る
。

17

初
唐
四
傑
の
文
學
思
想

(古
川
)



中
國
文
學
論
集

第
八
號

微
言
既
に
絶
え
て
よ
り
、
斯
文
振
わ
ず
。
屈

・
宋
、
澆
源
を
前
に
導
き
、
枚

・
馬
、
淫
風
を
後
に
張
る
。
人
主
を
談
ず
る
者
は
、

宮
室

・
苑
圃
を
以
て
雄
と
な
し
、
名
流
を
叙
す
る
者
は
沈
酎

・
驕
奢
を
以
て
達
と
爲
す
。
故
に
魏
文
之
を
用
い
て
中
國
衰

へ
、
宋

武
之
を
貴
び
て
江
東
胤
る
。
沈

・
謝
孚
い
て
驚
す
と
難
も
、
適
に
齊

・
梁
の
危
を
兆
す
に
足
り
、
徐

・
庚
並
び
馳
す
も
、
周

・'陳

の
渦
を
止
む
る
能
は
ず
。
是
に
於

い
て
其

の
道
を
識
る
者
は
、
舌
を
巻
き
て
言
は
ず
。
其
の
弊
に
明
ら
か
な
る
者
は
、
衣
を
梯
い

て
径
逝
す
。
潜
夫

・
昌
言
の
論
は
、
之
を
作
り
て
時
に
逆
う
有
り
。
周
公

・
孔
子
の
教
え
は
、
之
を
存
し
て
代
に
行
な
わ
れ
ず
。

天
下
の
文
壊
れ
ざ
る
靡
し
。

(上
吏
部
襲
侍
郎
啓
)

王
勃
は
こ
こ
で
、
孔
子
以
後
、
先
秦
の
屈
原

・
宋
玉
、
漢
の
司
馬
相
如

・
枚
乗
、
魏
の
文
帝

・
曹
　
、
梁
の
武
帝
劉
裕
、
齊

・
梁
の

沈
約

・
謝
眺
、
陳
の
徐
陵
、
北
周
の
庚
信
等
を
批
評
の
封
象
に
あ
げ
て
い
る
が
、
屈
原

・
宋
玉
か
ら
輕

薄
な
文

學

が
始

ま

っ
た
と
よ

て
、
そ
れ
以
降
を
漢
も
魏
も
奮
も
唐
ま
で
の
南
北
朝
時
代
も
全
て
否
定
し
て
い
る
。
こ
の
孔
子
没
後
の
文
學
史

を
全
面
否
定
す
る
交
學

史
観
は
、
四
傑
の
中
で
は
楊
燗
に

一
番
似
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
更
に
硬
派
で
あ
り
徹
底
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
六
朝
か
ら
初
唐

に
か
け
て
は
稀
少
な
文
學
史
観
で
あ
り
、
唐
代
古
文
家
の
李
華
、
猫
狐
及
、
柳
冤
、
韓
愈
等
に
通
じ
る
も
の
で
あ

つ
た
こ
と
は
、
既
に

述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
王
勃

の
右
の
よ
う
な
文
學
史
観
の
、
楚
僻
以
降
漢
魏
六
朝
文
學
を
全
面
否
定
す
る
裏
に
は
、
彼
の
如
何
な
る
文
學
観
が
存

在
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
同
じ
く

「吏
部
斐
侍
郎
に
上
る
啓
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
條
が
あ
る
。

夫
れ
文
章
の
道
は
、
古
よ
り
難
と
稻
す
。
聖
人
は
以
て
物
を
開
き
務
め
を
成
し
、
君
子
は
以
て
言
を
立
て
志
を
見
は
す
。
雅
き
を

遺
れ
訓
え
に
背
く
は
、
孟
子
は
爲
さ
ず
。
百
を
勧
め
て

一
を
誠
す
は
、
楊
雄
の
恥
ず
る
所
な
り
。
荷
く
も

以
て
大
義
を
甑
明
し
、
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末
流
を
矯
正
し
、
俗
化
資
す
る
に
興
衰
を
以
て
し
、
家
國
其
の
輕
重
に
由
る
べ
き
に
非
ざ
れ
ば
、
古
人
は
未
だ
嘗
て
心
を
留
め
ざ

る
な
り
。

こ
こ
で

「
か
り
そ
め
に
も
、
大
義
を
明
ら
か
に
し
末
流
を
正
し
、
風
俗
教
化
や
國
家
に
役
だ
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
は
、
古

人
は
未
だ
嘗
て
心
を
留
め
な
か

っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
王
勃
は
屈
原
、
宋
玉
以
降
の
漢
魏
六
朝
丈
學
を
、
そ
の
よ
う
な
大
義

も
明
ら
か
に
せ
ず
末
流
も
正
さ
ず
、
風
俗
教
化
に
も
國
家
に
も
役
だ
た
な
い
よ
う
な
交
學
だ
っ
た
と
し
て
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
逆
に
、
文
學
は
大
義
を
明
ら
か
に
し
末
道
を
正
し
、
風
俗
教
化
に
役
だ
た
ね
ぽ
な
ら
ぬ
と
い
う
認
識

が
そ
の
裏

に
あ

っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
交
學
な
ら
ぽ
古
人
は
心
を
留
め
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
文
學
と
は
本
來
そ
う

い
う
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

つ
ま
り
王
勃
は

「
吏
部
斐
侍
郎
に
上
る
啓
」
の
中
で
、
文
學
は
政
治
肚
會

に
功
用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

と
い
う
債
値
基
準
を
絶
封
的
な
も

の

に
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
あ
の
よ
う
に
偏
向
よ
た
全
否
定
の
文
學
史
観
を
述
べ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
王
勃
の
文
學
史
観
は
、
楊
燗
、
盧
照
鄭
、
酪
賓
王
が
雅
頬
、
風
騒
に
訣
け
、
煩
項
な
聲
律
に
拘
泥
し
、

よ
く
本
を
正
す

こ
と

が
な
い
と
し
て
修
僻
的
文
藝
を
否
定
し
た
文
學
史
観
と
は
異
な
る
も

の
で
あ
る
。
彼
ら
の
唯
美
文
藝
否
定
は
、
文
學
上
の
問
題
と
し
て

よ
り
文
學
者
の
立
場
か
ら
の
否
定
で
あ

っ
た
。
と
す
る
な
ら
ば
王
勃
の
否
定
は
、
純
粋
文
學
以
外

の
國
家
社
會

の
立
場
に
た

っ
た
動
機

か
ら
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

前
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
晴
末

の
儒
者
文
中
子
王
通
は
王
勃
の
租
父
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
王
勃
の
文
學
思
想
は

一
部
王
通
の
影
響
下

に
あ

つ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
王
勃
自

か
ら
王
通

の

『
績
書
』

の
序
を
作
り
、
そ
こ
で
、

我
が
先
君
の
文
中
子
は
、
實
に
容
酪
を
渠
り
、
晴
末
に
生
く
。
後
生
の
方
に
違
う
を
観
、
異
端
の
正
を
害
す
る
を
憂
え
、
乃
ち
唱
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然
と
し
て
曰
く
、
宣
尼
既

に
没
し
て
、
文
妓
に
在
ら
ず
や
と
。
途
に
大
義
を
約
し
奮
章
を
側
し
、
績
詩
三

百

六
十
篇

を
爲
る
。

…
…
漢
魏
よ
り
始
め
有
膏

に
迄
ぶ
ま
で
、
其
の
典
物
の
教
に
宜
う
者
を
澤
び
、
績
書
百
二
十
篇
を
爲
る
。

(績
書
序
)

と
王
通
の

『績
詩
』
『績
書
』
の
事
業
を
顯
彰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
想
定
で
き
る
。
王
通
は
そ
の
著

『中
説
』

で
、

謝
霊
運
は
小
人
な
る
か
な
、
其

の
文
傲
る
。
君
子
な
れ
ば
則
ち
典
な
り
。
沈
休
交
は
小
人
な
る
か
な
、
其
の
文
冶
な
り
。
君
子
な

れ
ば
則
ち
典
な
り
。
鞄
照

・
江
掩
は
古

の
猜
者
な
り
。
其
の
文
急
に
し
て
以
て
怨
む
。
呉
笏

・
孔
珪
は
古
の
狂
者
な
り
。
其
の
交

は
怪
に
し
て
以
て
怒
る
。
謝
荘

・
王
融
は
古

の
繊
人
な
り
。
其
の
文
砕
た
り
。
徐
陵

・
庚
信

は
古

の
奄

人

な

り
。
其
の
文
誕
た

り
。
或
ひ
と
孝
緯
兄
弟
を
問
う
。
子
曰
く
、
鄙
人
な
り
。
其

の
文
淫
す
と
。
或
ひ
と
湘
東
王
兄
弟

を
問

う
。

子

日
く
、
貧
人
な

り
。
其
の
文
繁
た
り
と
。
謝
眺
は
淺
人
な
り
。
其
の
文
捷
た
り
。
江
捻
は
誰
人
な
り
。
其
の
文
虚
た
り
。
皆

な
古
の
利
せ
ざ
る
人

な
り
と
。

(事
君
篇
)

と
、
絢
欄
た
る
南
朝
文
學
の
代
表
的
文
人
達
を
ひ
と
し
な
み
に
否
定
し
た
。
更
に
王
通
は

「文
と
は
筍
に
作
る
こ
と
を
云
わ
ん
や
、
必

ず

や
義
を
濟
す
な
り
」
(天
地
篇
)
と
言
い
、
文
學
が
天
下
の
公
義

の
た
め
に
功
用
す
べ
き

こ
と
を
説
い
た
。
ま

た
王
通
の
弟
王
績
は

「
歌
詠
は
會
意
を
以
て
巧
と
爲
す
。
必
ず
し
も
夫
の
悠
悠
た
る
間
人
と
相
唱
和

せ
ざ

る
な

り
」
(漏
子
華
庭
士
に
答
う
る
書
)
と
述
べ
、

修
僻
的
文
藝
の
時
流
の
中
に
あ

っ
て
敢
え
て
卒
明
、
會
意

の
詩
を
作

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
王
勃
の
生
ま
れ
た
王
氏

に
は
、
儒
學
の
傳
統

と
南
朝
の
唯
美
主
義
的
な
文
藝
を
忌
み
嫌
う
家
風
が
あ

っ
た
と
言
え
る
。
楚
僻
以
降
の
中
國
交
學
を
全
否
定
し
、
政
治
杜
會

へ
の
功
用

を
第

一
義
と
し
た
王
勃
の
文
學
思
想
が
、

こ
の
よ
う
な
王
氏
の
家
風

の
中
か
ら
現
わ
れ
て
き
た
の
は
決
し
て
偶
然

で
は
な
か
っ
た
の
で

あ

る
。
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更
に
文
學
は
政
治
、
社
會
に
役
た
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
考
え
と
同
様

の
獲
言
を
な
し
た
も
の
が
あ
る
。
「卒
毫
秘
略
論
」
で
あ
る
。

そ
の
藝
文
三
に
、

論
に
曰
く
、
易
に
稻
す
、
天
文
を
観
て
以
て
時
攣
を
察
す
と
。
傳
に
稻
す
、
言
い
て
文
無
け
れ
ば
之
を
行
い
て
も
遠
か
ら
ず
と
。

故
に
文
章
は
経
國
の
大
業
、
不
朽
の
能
事
な
り
。

と
言
う
。

こ
の
よ
う
に

『
論
語
』
『
易
』
『
左
傳
』
等
の
経
典
や
近
く
は
魏
の
曹
　
の

『
典
論
』
論
文
の
獲
言
を
引
き
な
が
ら
、
文
學
の

政
治
的
杜
會
的
功
用
性
を
説
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
直
後
で
、

一
見
そ
れ
に
矛
盾
す
る
か
の
よ
う
な
獲
言
を
な
し
て
い
る
。
す
な

わ

ち
、而

る
に
君
子
の
心
を
役
し
神
を
螢
す
る
所
は
、
大
な
る
者
遠
な
る
者
に
於
い
て
宜
し
く
、
縁
情
膿
物
の
離
轟

小
技

に
非
ざ
る
の

み
。
是
の
故
に
思
王
は
、
群
頒

(賦
)
は
君
子
と
爲
す
を
恥
ず
、
と
抗
言
し
、
武
皇
は
、
篇
章
は
僅
か

に
往
事
を
構
す
る
の
み
と

裁
勅
す
。
其
れ
然
ら
ざ
ら
ん
や
。

こ
こ
で
王
勃
は

「
君
子
た
る
も
の
は
縁
情
膿
物
の
雛
轟
の
小
藝
を
事
と
す
べ
き
で
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
彼
が
國
家
的

な
治
政
の
観
黙
か
ら
縁
情
膿
物
、
雛
轟
小
技

の
文
藝
を
否
定
す
る
考
え
方
を
も

っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
縁

情
膣
物
の
文
藝
に
は
國
政
に
か
か
わ
る
功
用
性
は
な
い
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
君
子
は
な
す
べ
き

で
な
い
と
述
べ
て
い

る

の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
そ
れ
は
、
前
半
で
文
學

の
政
治
的
肚
會
的
功
用
性
を
説
い
た
獲
言
と
矛
盾
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
こ

の
二
つ
の
獲
言
は
決
し
て
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
は
ち
彼
は
、
文
學
を
本
來
あ
る
べ
き
正
し
い
文
學

(
王
勃
は

「文
章
」
の
語

を
使
う
)
と
、
縁
情
膣
物
の
離
轟
小
技
の
文
藝
と
に
分
け
、
前
者
は
政
治
、
杜
會

に
役
だ
つ
が
後
者
は
役
だ
た
な

い
と

し
て
匠
別
し
て
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い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
こ
の
正
し
い
文
學
と
匪
別
さ
れ
た
縁
情
膿
物
の
文
藝
は
、
王
勃

に
と

っ
て
如
何
な
る
意
味
が
あ

っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
第

一

に
そ
れ
が
、
雛
贔
の
交
藝
に
は
國
政

に
か
か
わ
る
功
用
性
は
な
い
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
今
述
ぺ
た
と

お
り
で
あ
る
。
し
か

し
同
時
に
そ
れ
は
、
縁
情
膣
物
の
雛
轟
小
技
の
文
藝
は
政
治
に
關
係
な
く
徹
底
し
て
言
語
表
現
を
樂
よ
む
あ
そ
び
で
あ
る
と
い
う
こ
と

も
意
味
し
て
い
た
。

つ
ま
り
彼
に
と

っ
て
の
離
巌
の
文
藝
と
は
、
國
政

へ
の
功
用
性
は
な
い
も
の
の
、
言
語
表
現

の
遊
び
と
し
て
そ
れ

自
身
で
積
極
的
な
存
在
意
義
を
も
つ
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
今
そ
の
こ
と
を
謹
す
る
獲
言
が
あ
る
。
「採
蓮
賦
」
で
次

の
よ
う
に
言

う
、

昔
の
芙
蓉
を
賦
す
者

は
多

し
。
復
た
曹

・
王

・
播

・
令

(陸
)
の
逸
曲
、
孫

・
飽

・
江

・
薫

の
妙

韻
と
錐

も
、
権
に
麗
美
を
陳

き
、
粗
く
採
綴
を
畢
げ
ざ
る
は
莫
し
。
豊
に
所
謂
豚
の
艶
態
を
究
め
、
其
の
風
謡
を
窮

む
る
も

の
か
な
。

頃
ろ
、
暇
景
に
乗
じ

て
、
衆
製
を
歴
観
す
。
伏
翫
し
て
日
を
累
ね
、
不
漏
有
り
。
途
に
賦
を
作
り
て
曰
く
。
登
高
に
非
ず
し
て
以
て
賦
す
べ
き
者
は
、

惟
だ
採
蓮
の
み
。

王
勃

は
こ
こ
で
曹
植
、
王
粂
、
活
岳
、
陸
機
、
孫
楚
、
飽
照
、
江
滝
、
薫

(統
、
綱
、
繹
)
等

の
六
朝

の
名
だ

た
る
僻
賦
作
家
の
芙

蓉

の
賦

に
封
よ
て
、
未
だ
そ
の
艶
態
を
究
め
そ
の
風
謡
を
窮
め
る
も
の
で
は
な
い
と
評
し
、
こ
れ
ら
南
朝
美
交
學

の
極
意
を
つ
く
し
た

僻
賦
に
さ
幻
も
飽
き
た
ら
ぬ
と
不
満
を
も
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
、
芙
蓉
を
賦
す
と
い
う
言
語
表
現
の
遊
び
を
徹
底

し
て
樂
し
も
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
雛
轟
の
文
藝
は
、
言
語
表
現
の
遊
び
で
あ
り
政
治
的
功
用

は
な
い
と
す
る
考
え

方
は
、
文
藝
を
政
治
的
功
用
性
と
い
う
枠
組
か
ら
解
放
し
、
そ
れ
自
禮
の
中
に
債
値
を
見
い
だ
す
謂
は
ば
女
藝
至
上
の
立
場
に
近
い
も
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の
で
あ
る
。
こ
の
黙
で
は
王
勃
自
身
が
魏

の
曹
植
を
援
用
し
て
い
る
よ
う
に
、
建
安
末
期
あ
た
り
か
ら
成
立
し
て
く
る
文
藝
自
立
の
六

朝
文
學
論
の
立
場
に
た
つ
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
黙
で
は
六
朝
文
學
論
に
連
な
り
、

一
方
政
治
功
用
主
義
的
に
文
學

を
と
ら
え
る
黙
で
は
漢
代
儒
家

の
文
論
に
通
じ
て
い
た
王
勃

の
文
學
思
想
は
、
文
學
思
想
史
上
で
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ

っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

漢
代
儒
家
の
交
學
観
は
、
文
學
を
政
治

へ
の
從
屡
物
と
よ
て
み
た
。
例
え
ば
、
楊
雄
、
班
固
、
察
菖
等
は
縁
情
禮
物
の
文
藝
に
も
政

治
的
肚
會
的
功
用
性
を
考
え
た
。
よ
か
し
、
六
朝
の
交
學
論
は
そ
の
よ
う
な
漢
儒
の
と
ら
え
方
を
否
定
よ
、
縁
情
腱
物
の
離
轟
の
文
藝

に
は
政
治
的
功
用
性
は
な
い
と
し
た
。
そ
れ
は
、

一
方
で
は
離
轟
の
文
藝
が
政
治
的
功
用
性
か
ら
自
立
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
ま
た
そ

こ
に
六
朝
文
學
論
の
歴
史
的
意
義
も
あ

っ
た
。
し
か
よ
、
六
朝
文
學
論
が
雛
轟
の
文
藝
に
は
功
用
性
は
な
い
と

し
て
漢
代
の
儒
家
的
文

學
観
を
否
定
し
た
際
、
そ
れ
で
は
そ
の
政
治
的
功
用
性
が
あ
る
の
は
如
何
な
る
文
學
か
、
と
い
う
よ
り
建
設
的

な
方
向
で
の
問
題
提
起

は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
総
じ
て
、
現
實
政
治
か
ら
遊
離
し
た
六
朝
貴
族
に
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
は
存
在

し
な

か

っ
た
と
言
、兄

る
。
し
か
し
、
六
朝
門
閥
貴
族
肚
會
を
打
倒
し
地
方
豪
族
、
中
下
級
官
僚
暦
に
も
開
か
れ
た
新
し
い
王
朝
を
創
建

し
て
い
っ
た
唐
代
人

は
、
強
い
政
治
意
識
の
も
と
に
、
六
朝
文
學
論
の
歴
史
的
成
果
を
反
古
に
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
問
題
提
起
に
こ
た
え
て
い
っ
た
。
す

な
わ
ち
そ
れ
が
、
政
治
的
功
用
が
あ
る
の
は
離
轟
文
藝
で
は
な
く
、
本
來
的
な
正
し
い
文
學
だ
と
よ
た
唐
代

の
儒
家

的
文
學
観
で
あ

る
。
こ
こ
に
至

っ
て
始
め
て
政
治
杜
會
に
役
だ
つ
あ
る
べ
き
正
し
い
文
學
と
、
そ
れ
と
は
無
縁
な
所
で
そ
れ
自
身

の
存
在
償
値
を
有
す

る
縁
情
膿
物
の
交
藝
と
の
意
識
的
な
匿
別
が
生
じ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
漢
儒
と
六
朝
の
文
學
論
が
統

一
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
す
る
な
ら
ば
王
勃
の
文
學
思
想
は
、
漢
代
儒
家
の
文
論
と
六
朝
文
學
論
を
止
揚
し
た
新
し
い
唐
代
儒
家
的

な
文
學
思
想
で
あ

っ
た
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と
言
え
よ
う
。
彼
が

「
班
孟
堅
は
爾
京
に
雄
筆
を
騨
せ
、
以
て
天
地
の
奥
匠
を
爲
す
。
張
雫
子
は

一
代
に
宏
才
を
奮
い
、
以
て
帝
王
の

神
麗
を
爲
す
」
(山
亭
興
序
)、
ま
た

「
司
室
令
サ
の
博
物
、
二
陸
三
張
の
交
雅
」
(春
思
賦
)
と
後
漢

の
班
固
、
張
衡
、
西
替
の
張
協
、

(
9

)

陸
機
、
播
岳
等
を
高
く
評
償
し
、
彼
の
屈
原
以
降
を
全
否
定
し
た
文
學
史
観
を
裏
切
る
よ
う
な
獲
言
を
な
し
て
い
る
こ
と
も
、

こ
の
よ

う
な
意
味
に
お
い
て
解
繹
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
新
し
い
唐
代
儒
家
的
文
學
観
は
、
前

に
述
べ
た
よ
う
に
楊
燗
、
酪
賓
王
に
も
そ
の
ま
ま
言
え
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
お
よ
そ
初
唐

の
儒
家
的
文
學
観
は
、
漢
儒
的
文
論
と
六
朝
交
學
論
を
統

一
な
い
し
並
存

し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
例
え
ば

『毛
詩
正
義
』
で

「
毛
詩
大

序
」
の
詩
言
志
説
を
、
六
朝
交
學
論
の
主
情
主
義
の
立
場
か
ら
解
繹
し
た
孔
穎
達

(五
七
四
=
六
四
八
)
や
、
「楚

望
賦

序
」
(『全
唐
文
』

巻
二
四
二
)
で
班
固
の

『
漢
書
藝
文
志
』
詩
賦
略
の

「
登
高
能
賦
」
説
を
、
同
じ
く
主
情
主
義
の
方
向
で
と
ら
え

な

お
し
た
李
嬌

(
六

四
五
ー
七
一
三
)
な
ど
が

そ
う
で
あ

っ
た
。
楊
洞
、
酪
賓
王
、
王
勃
ら
の
唐
代
儒
家
的
交
學
観
は
、
そ
う
い
う
初
唐
の
時
代
状
況
の
中

に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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六

結

び

六
世
紀

の
末
ま
で
中
國
は
、
六
朝
貴
族
肚
會
の
中
に
お
い
て
修
群
主
義
的
主
情
圭
義
的
文
學
理
論
を
嚢
展
さ

せ
て
き
た
が
、
七
世
紀

の
初
め
、
久
し
く
三
世
紀
も
の
間
南
北
に
分
裂
し
て
い
た
中
國
を
統

一
し
た
唐
王
朝
に
な
る
と
、
六
朝
時
代
と

は
う

っ
て
攣
り
、
俄
か

に
復
古
的
儒
家
的
文
學
思
想
が
支
配
的
と
な

っ
た
。
ま
た
そ
れ
は
軍
な
る
漢
代
儒
家
的
文
論
の
嶢
き
な
お
し
で
は
な
く
、
六
朝
の
文
藝

至
上
的
な
修
僻
主
義
的
主
情
圭
義
的
交
學
理
論
の
成
立
に
お
け
る
文
藝
の
自
立
と
情
性
の
解
放
の
時
代
を
通
り
す
ぎ
て
き
た
も
の
に
ふ



さ
わ
し
い
、
新
し
い
装
い
を
も

っ
た
唐
代
的
な
儒
家
的
文
學
思
想
と
し
て
現
わ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
既
に
述

べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
漢
儒
の
文
論
の
復
活
の
背
景
に
は
、
唐
王
朝
創
建
當
初
の
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
思
想
統
制
と
い
う

國
家
的
要
請
が
あ

っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
大
宗
自
ら
、

夫
れ
功
成
り
て
樂
を
設
け
、
治
定
ま
り
て
禮
を
制
す
。
禮
樂
の
興
は
儒
を
以
て
本
と
爲
す
。
風
を
弘
め
俗
を
導
く
は
、
文
よ
り
尚

き
は
莫
し
。
教
を
敷
き
人
を
訓
す
は
、
學
よ
り
善
き
は
莫
し
。
海
濱
既

に
曇
か
と
な
り
、
波
塵
已
に
清
ま
る
に
及
び
、
七
徳
の
絵導

威
を
幅
せ
、
九
功
の
大
化
を
敷
く
。
此
の
際
に
當
た
り
て
は
、
則
ち
甲
冑
を
輕
ん
じ
て
詩
書
を
重
ん
ず
。

.

(『帝
範
』
崇
文
篇
)

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
晴
末
か
ら
唐
初
の
内
飢
を

一
鷹
牧
拾
し
え
た
唐
王
朝
に
と

っ
て
次
な
る
課
題

は
、
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ

っ
て
人
心
を
統

一
し
て
い
く
こ
と
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
四
傑
の
文
學
思
想
が
様

々
な
ヴ

ァ
リ
エ
イ
シ
ョ
ソ
を
持
ち

つ
つ
も
全
膣
と
し
て

は
儒
教
の
立
場
に
擦
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
思
想
状
況
の
中
に
あ

っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

し
か
よ
な
が
ら
彼
ら
の
文
學
思
想
を
い
く
ら
か
で
も
詳
細
に
検
討
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
決
し
て
ひ
と
し
な

み
に
は
扱
う
こ
と
の

で
き
な
い
異
質
性
が
存
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
文
學
史
観

一
つ
取
り
上
げ
て
み
て
も
、
屈
原
の
楚
群
文
學
以
降
を
否
定
す
る
も
の
、
漢

の
僻
賦
文
學
以
降
を
否
定
す
る
も
の
、
更
に
南
北
朝
、
晴
も
よ
い
も
の
は
よ
い
と
し
て
評
債
す
る
も
の
、
と
い
っ
た
よ
う
に
様
々
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
四
傑
の
文
學
史
観
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
の
は
、
六
朝
文
學
史

へ
の
評
債
が
固
定
す
る
中
唐
に
至
る
ま
で
の
過
渡
期

に
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
六
朝
の
盛
衰
興
亡
を
眼
の
あ
た
り
に
し
た
唐
初

の
人
々
は
、
か
か
る
軟
弱
巧
緻
な
丈
學
で
は
い
け
な
い
と

い
う
反
省
を
な
し
た
が
、
初
唐
の
四
傑
の
時
代
に
は
、
未
だ
、
何
が
良
く
て
何
が
悪
い
の
か
と
い
う
統

一
的
評
債

が
定
ま

っ
て
い
な
か
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中
國
文
學
論
集

第
八
號

っ
た
の
で
あ
る
。

從

っ
て
文
學
史
上
で
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
こ
の
文
學
思
想
史
上
に
お
い
て
、
輕
覗
で
き
ぬ
異
質
性
を
有
し
て
い
た
王
勃

.

楊

燗

・
盧
照
鄭

・
騎
賓
王
を
、
四
傑
と
し
て
併
構
す
る
こ
と
に
は
殆
ど
意
味
が
あ
る
と
は
言
え
ぬ
で
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
四
傑
と
い
う

名
稻
自
膣
が
彼
ら
の
共
通
す
る
文
學
傾
向
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
彼
ら
の
交
學
思
想
に
封
す
る
も

の
で
な
か
っ
た
こ
と

を
考
え
あ
わ
せ
る
な
ら
ぽ
、
そ
れ
は
當
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
よ
う
に
併
稻
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
異
な
る
彼

ら

の
違
い
を
見
落
と
し
て
し
ま
う
危
瞼
性
さ
え
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
事
實
、
彼
ら
の
異
質
性
は
現
在

に
至
る
ま
で
見
落
と
さ
れ

て
き
た
の
で
あ

っ
た
。
(完
)

一
九
七
九
年

五
月

註

(
1
)
漢
代

の
儒
家
的
文
學
思
想
が
、

北
周
か

ら

晴

そ

し

て
初
唐

へ

と
、
官

吏
登
用
問
題

に
關
す
る
議
論

の
中
か
ら
現
わ
れ
て
來

た

こ
と

に
つ

い

て

は

す

で

に

拙
論

で
論
じ

た
。
「
選
畢
論

か

ら

み
た
晴
唐
國
家
形
成
期

の
文
學
思
想
」
(
『
九
州
中
國
學
會
報
』

二
二
)
を
参
照
。

(
2
)

一
郡

に
、
楊
燗
が
縣
令

と

な

っ
た

盈
川
縣
を

四
川
省

と

す

る

が
、
誤

り
で
あ

る
。
『
新
唐

書
』
地
理
志

に
よ
れ
ば
、
西

川

の

黙
州
欝
中
郡
洋
水
縣

を
盈
川
縣

と
呼

ん
だ
の
は
先
天
元
年

(
七

一
二
)

以
降

の
こ
と
で
あ
り
、
楊

燗

の
時
代

に
は
四
川

に
は
盈

川
縣

は
存

在

し

な

か

っ
た
。

一
方
、
漸
江

の

『
衝
州
府
志

』

(巻

十
三
)
に
は
、

先
天
元
年

に
楊

燗
が
縣
令

と

な

っ
て
赴
任

し
た
こ
と
を
記
録

し
て
い
る
。

(
3
)

「
盧

照
鄭

の
傳
記

と
文
學
」

(
『
立
命
館
文
學

』

一
九
六
號

一

九
六

一
年
)
参
照

。

(
4
)
同
じ
獲
言
が
次

の
よ

う

に

「
甜
馬
都
尉
喬

君
集
序

」
に

も

あ

る
。

「
痛
な
る
や
、
王
澤
既

に
蜴
き
、
諸
侯

は
康
鹿

の
場
と
爲

り
、

帝
圖
伊

れ
梗

が
り
、

天
下
は
射
狼

の
國
と
作

る
。
秦

人

一
た
び

曹

章
を
滅
し
、

大

い
に
黙
首
を
愚
る
。
群

書
火

に
赴
き
て
、
毘

岳

の
高
煙
と
化
し
、

儒
士
坑

に
投
ぜ
ら
れ
、

蓬
葉

の
亘
堅

に
攣

ず
。
樂
、
海

に
沈

み
て
、
河
間
王
初

め
て
古
篇

に
謄
蜷
た
り
。

禮
、
諸
夷

に
失

は
れ
て
、

叔
孫
通
乃
ち
綿
薙

に
匿
匿

た
り
。
安

國
、
科
斗
を
討
論

し
て
、
五
典
叶

い
從

い
、
史
遷
、

獲
麟
を
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租
述

し
て
、

八
書
を
愛

に
創

る
。
衣
冠
、
禮
樂

は
、
重
く

三
代

の
風
を
開
き
、
玉
吊

・
謳
歌
は
、

六
経

の
業
を
墜
と
す
無

し
。

諺
た
り
其

の
興
詠
、
大
雅
是

に
於

い
て
群
を
爲
す
。
」

(
5
)
卒
岡
武
夫
著

『
経
書

の
傳
統
』
第

二
章
史
官

の
意
識
と
古
典
主

義

の
文
學
ー

薫
穎
士

の
上
表
ー

(
一
三

一
～

一
三
三
頁
)

参
照
。

(
6
)
こ

の
鮎
に

つ
い
て
増
井
経
夫
氏
も
、

「唐

の
は

じ

め

ご
ろ
ま
で

は
、
文

學
的
「な
仕
事

を
雛

鍛
の
小
技
」

と
し
て

「
生
涯

か
け
て

熱
中
す

べ
き

本
格
由
事
業
」

で
は
な
い
と
卑

し
む
風
潮

が
あ

っ

た
、
と
指
摘

し

て

い

る

(
『
「
智
嚢
」
中
國
人

の
智
恵

』

五

一

頁
)
。

(
7
)
王
勃

の
生
卒
年

に
も
数
説
あ

る
が
、
小
論

で
は
田
宗
尭

の

「
王

勃
年
譜
」
(
『
大
陸
雑
志
』
三
〇
1

三

一
)
と
劉
汝
森

の

「
王

子

安
年
譜
」

(
『
師
大
月
刊

』
二
)

に
捺

っ
た
。

(
8
)
王
勃

が
門
閥

貴
族

の
出
身
と
は
言

っ
て
も
、

唐
代

に
お

い
て
は

も
は
や
門
閥
貴

族
が
時
代

を
澹
う
階
級

で

は

な

か

っ
た

よ

う

に
、

王
勃

の
家
系

も
数
代

の
ち
に
は
衰

亡
し
て
し
ま

っ
た
よ
う

で

あ

る
。
(
守
屋
美
都
雄
著

『
六
朝
門
閥

の

一
研
究

』
第

二
節

文
中

子
王
通

の
家
系
)

(
9
)

こ
の
他

に
も
、

こ
れ

と
同
様

の
獲
言
を
王
勃

の
文
集

の
中

に
敷

多
く
見

い
出
す

こ

と

が

で

き

る
。
左

は
そ

の

一
例

に
す
ぎ
な

い
。

「
(
友
人

の
楊
畑
が
)
翰
苑
を
開
開

し
文
場
を

掃

蕩

し
、

宮
商

の
正
律
を
得
、
山
川

の
傑
氣
を
受
く
が

若

き

に
至

り

て

は
、
陸
卒
原

。
曹
子
建
と
錐
も
以
て
車
載
し
斗
量
す
べ
き

に
足

り
、
謝
霊
蓮

・
溜
安
仁
も
以

て
膝
行
し
肘
歩

す
べ
き
に
足
る
。」

(
山
亭
思
友
人
序
)

「
是
を
以
て
子
期

の
幽
思
は
叔
夜

の
形
言
を
感

じ
、

伯
階

の
雄

藻

は
林
宗
を
待

ち
て
塊
無

し
。
」
(
與
契
芯
將
軍
書
)
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